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論   文   の   要   旨  
 
 著者の研究は、計量し難い土壌のメタフィジカルな機能である土壌の匂いがヒトの心
理・生理的作用に及ぼす影響を明らかにすることを目的にしたものである。著者は、土壌
に触れあう土壌観察がリラクセーション効果を有することが明らかにされたという先行
研究を受けて、土壌観察の項目中に含まれる土壌の匂いを嗅ぐという要素の効果を明らか
にした。著者の研究は、土壌観察のリラックス効果の要因を明らかにする意義と、土壌の
匂いが及ぼす効果から代替療法としての可能性を科学的に明らかにするという二つの点
において意義を有する。土壌の計量し難い機能を明らかにするため、これまで自然や自然
体験がもたらすヒトへの効果を科学的に明らかにした研究と同様な手法を用いた。 
 近年、アロマテラピー等の匂いが自律神経系や内分泌系、感情や情動行動に影響を与え
ることが報告されるようになり、認知症状の緩和や予防に用いられている。一方、自然や
森林浴などの自然体験等がヒトにもたらす効果についても自律神経系や内分泌系や脳波、
免疫系の指標を用いて多くの研究が行われ、その結果が蓄積されて科学的根拠として提出
されており、認知症の予防や回想法の一環として試行されている。高齢化の進展している
わが国では、認知症疾患の医療費や介護費用の増加が懸念されているためこれら匂いの療
法であるアロマテラピーや森林浴などの自然体験等の森林セラピーは、今や代替療法とし
て、認知症疾患の予防や周辺症状の緩和が期待されている。著者の研究では、土壌の持つ
癒し効果などの指標によって計量しがたい機能を、匂いに注目して自律神経指標や心理指
標を用いた計測データから科学的根拠を明らかにすることによって、代替医療とみなされ
るよう土壌セラピーという土壌学の新たな分野の創設に寄与する意義を有する。著者の研
究によって土壌の癒し効果に注目が集まり、認知症予防やうつ病の症状の緩和にもつなが
ることが期待できる。 
著者は、まず、土壌中の揮発性物質を解析した。筑波大学本部棟北駐車場の緑地帯で採
取した匂い刺激用土壌とスギ（緑色、緑茶色、茶色）、ヒノキ（緑色、緑茶色、茶色、黒
色）の落葉を供試試料とした。揮発性物質の測定は、ヘッドスペース法によるGC/MSを使用
し行った。その結果、著者は、土壌のＯ層にあるスギ、ヒノキの落葉はテルペン類の発生
源であり、落葉の色が緑色から緑茶色に変化する程度まで分解されたときに、テルペン類
の発散が一層増加すること、ヒノキの緑葉からのテルペン発散量は少なく匂いを感じられ
ないが、土壌で分解過程にあるテルペン発散量が多い緑茶色の落葉では匂いとして知覚で
きる匂い強度であったこと等を明らかにした。さらに、著者は、テルペン類が豊富に発散
している落葉の匂いを嗅ぐことは、テルペン類の効果を短時間でも得られる可能性があり、
土壌での落葉の分解過程についてより一層理解を深めることができるとし、土壌観察は相
補代替医療としての機能を持つと考えた。 
次いで、著者は、これまでアロマテラピーや森林セラピー、物理療法等で用いられてき
た指標を採用し、自律神経機能と脳波及び心理指標のPOMS（気分プロフィール検査短縮版 
Profile of Mood States）と VAS（Visual Analogue Scale）によってその影響を検討し
た。また、著者は、土壌の匂いを嗅いだ群と土壌の匂いを嗅がない群で自律神経機能、脳
波に及ぼす影響を検討した。次いで、土壌の匂いを嗅いだ群と土壌の匂いを嗅がない群で
実験前後の POMSの変化と VAS値の変化を測定した。 
その結果、土壌中の揮発性物質として、α-Pinene、3-Carene、D-Limoneneなどの認知症
疾患の予防や周辺症状の緩和が期待できる物質が検出された。自律神経機能の検討では、
土壌の匂いを嗅いだ群で副交感神経機能が有意に増加した。脳波による検討では、θ波の
増加とα１波が減少した。さらに心理的作用の影響を検討した POMSでは、土壌の匂いを嗅
がなかった群では、「活気」が有意に減少したが、土壌の匂いを嗅いだ群では、「緊張－
不安」、「怒り－敵意」、「混乱」が減少した。VAS値の変化では，土壌の匂いを嗅がなか
った群では、「興奮する」、「わくわくする」が減少したが、土壌の匂いを嗅いだ群では
「心地よい」、「リラックスする」、「癒される」の値が増加した。以上のことより、著
者の研究の結論として、土壌の匂いを嗅ぐことがヒトの生理作用と心理作用にリラックス
効果を及ぼすという影響が明らかになった。 
 
審  査  の  要  旨 
 
著者は、土壌の匂いを嗅ぐことがヒトの生理作用と心理作用にリラックス効果を及ぼす
という影響を解明した。その点で、著者の研究は、土壌観察のリラックス効果の要因を明
らかにしたことと、土壌の匂いが及ぼす効果から代替療法としての可能性を科学的に明ら
かにしたことの意義は大きいと思われる。 
以上の結果から、著者は、脳機能についてさらなる機器の使用を検討すること等、科学
的根拠を蓄積した上で、土壌のセラピー効果を予防医学としての代替医療及び、認知症予
防や症状の改善の活用を提案し、萌芽的な土壌セラピーの研究分野を開拓した。 
以上のことにより、著者の研究は基礎土壌学と代替医療の境界分野に対して、大きく貢
献する研究であると判断された。 
平成30年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行
った。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
